
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 ２月４日には立春を迎えますが、芦安の朝夕はまだまだ厳しい寒さが

続いています。その一方で、校長室に日が差しこみ始める時刻が次第に

早まってきており、少しずつ春の気配も感じられるようになりました。

季節が静かに次へと進むこの時期は、子どもたち一人ひとりの成長を振

り返る大切な時間でもあります。 

 ３学期の授業日も、残すところ３５日あまりとなりました。卒業や進

級を前に、どきどきしたり、わくわくしたりする気持ちが入り混じってくる頃です。仲間と学び、

笑い、時には悩みながら過ごす毎日が、次の一歩へとつながっていきます。今年度の残りの期間

も、子どもたちが「この一年、がんばった」と胸を張って新しい春を迎えられるよう、教職員一

同、心を込めて支えてまいります。 

さて、本校では、子どもたちが安心して学び、互いを大切に

しながら成長していくために、『芦安小のあたりまえ』を大切

にしています。「芦安小の合言葉 やってみよう！見つけよ

う！広げよう！」とともに、２学期の始業式において全校児童

に示しました。これは、単なる生活上の決まりではなく、社会

で生きていくための力を育てることを目的とした、共通の約束

としています。 

〇すすんであいさつをしよう 

 あいさつは、人と人とをつなぐ第一歩です。コミュニケー

ションをとることで、相手を思いやる気持ちや、関係を築

く力が育ちます。 

○そうじにしっかり取り組もう 

 そうじを通して、自分たちの使う場所を大切にする心や、

役割を最後までやり抜く責任感を身につけます。 

○授業に集中しよう 

 「聞く・考える・伝える」ことは、学力の基礎となるだけ   

でなく、自分の考えをもち、他者と関わりながら学ぶ姿勢を育てます。 

〇靴をそろえよう 

 下駄箱の靴をそろえるという小さな行動の積み重ねが、物事を丁寧に行う力や自己管理能

力につながります。 

これらの「あたりまえ」を日々積み重ねることで、子どもた

ちは学力をつけるだけでなく、社会生活の土台を学んでいきま

す。学校と家庭が同じ思いを共有し、子どもたちの成長を支え

ていければと考えています。 

３学期の始業式では、芦安小学校の合言葉を確認し、３学期

に特に大切にしてほしい「あいさつ」について、「いただきま

す」と「ごちそうさま」の語源を例に話をしました。 

【学校だより】 

 

      
【学校教育目標】 

郷土を愛する心と夢を育み 

未来を拓く人づくり 

「芦安小学校のあたりまえ」

に」

  
芦安小学校の合言葉 
「やってみよう! 見つけよう! 広げよう！」 



 

行事や活動の様子を 

写真で紹介します！ 
 

 

【来入児の体験入学】 
１月１４日(水)、来年度入学予定の児童２名が、体験入学で芦安小学校を訪れました。午前中

は１年生と一緒に授業を行い、午後は２年生も加わった体育の授業に参

加しました。小学校生活の雰囲気を感じることができたでしょうか？ 

初めは少し緊張した様子も見られましたが、次第に笑顔が増え、楽し

そうに過ごす姿が印象的でした。４月の入学を、心より楽しみにしてい

ます。 

 

【席書き大会】 
 １月１５日(木)には、書道家の井川先生をお招きし、席書き大会を行いました。筆やえんぴつ

の運び方、姿勢、文字のバランスなどについて丁寧なご指導をいただきながら、子供たちは一文

字一文字、集中して取り組んでいました。 

緊張感の中、低・中・高学年とも意欲的に作品を書き上げる姿が見られました。 

 

【スキー教室】 
１月１６日（金）、４・５・６年生が参加し、北杜市のサンメドウズ清里スキー場においてス

キー教室を実施しました。前日に降雪がありましたが、当日は晴天に恵まれ、とてもよい雪の状

態での活動となりました。 

子供たちはインストラクターの指導を受けながら、基本の動きや安全な滑り方を学びました。

仲間と励まし合いながら挑戦し、笑顔あふれる充実した一日となりました。 

他の行事につい

ては、学校ＨＰ

「お知らせ」で

ご覧ください。 

学校のようす 他の行事につい

ては、学校ＨＰ

「お知らせ」で

ご覧ください。 


